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約 45万冊の確認
終了のお知らせ !

　沖縄県立図書館 YouTube 公式アカウントが 8 月
中旬から始動しています︕
　当館の情報を発信するツールとして、充実を図っ
ていきたいと思います。どんな動画をアップしてい
くか、お楽しみに︕
　ぜひチャンネル登録をお願いします。

蔵書
点検

　昨年は 11 月に実施しました蔵書点検を、今年度は休館
中に実施しました︕
　例年であれば、11月頃に２週間程度休館をして行う作業
なのですが、今回は休館中に約45万冊もの蔵書がデータど
おりにきちんとあるのか確認できました。
　11月に予定されていた蔵書点検のための閉館は、今年度
は行わない予定です。

You
tube

公式アカウントの
運用を開始しました !

休

※新型コロナウィルス感染症の拡大状況により、予告なくイベントや図書館の運営等を変更する場合があります。ご了承ください。

沖縄県立図書館　動画配信 検索

館中の図書館って何してるの？
　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、8 月 1 日から臨時休館を行っていた
沖縄県立図書館ですが、「休館中には職員もお休みなの︖」と疑問に思っている
みなさま。安心してください。職員は、開館時同様に毎日（土日含む）出勤し、
レファレンス（調査回答）対応や普段通りの事務手続きなどをしていました︕
　また、今回の休館中にはピンチをチャンスにするべく、動画配信を開始したり、
普段は難しい大がかりな作業や蔵書点検にも取り組みました。
　大がかりな作業ですと、利用者のみなさまにとって、より利用の
しやすい本棚の配置を目指し 3 階ティーンズコーナーと 4 階一般書
約39万冊もの本の並び替え（配架替え）を行いました。
　利用の多かった大活字本コーナーを通路側の見やすい棚へと移動
させたり、分類順になるように本を並べ替えています。
　柱には、かわいい書架サインも掲示予定ですのでお楽しみに︕
　休館前よりも本が探しやすくなりましたので、閲覧室への入館が
可能になった際には、ぜひご確認ください︕

「蔵書点検」とは︖

本にあるバーコードなどを読み
込み、データどおりに蔵書が
きちんとあるのかを特別な機械
（左の写真参照）を使用し確認
する作業です。
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場所 タイトル 内容 主催団体

9/2 ～10/5 3F 沖縄平和賞 沖縄平和賞について 沖縄県
女性力平和推進課

9/2 ～9/21 3F 水路記念日　展示 9/12は水路記念日です︕ 海上保安庁第11管区

9/9 ～10/5 3F 狂犬病月間展示 もう注射はしましたか︖
9/28は世界狂犬病デーです。

沖縄県
衛生薬務課

9/16 ～9/28 3F 秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動
（9/20～9/30）について

沖縄県
消費・くらし安全課

9/2 ～9/28 4F 長尾 恵那彫刻展 芸大講師による
彫刻作品及びお勧め本の展示 沖縄県立芸術大学

9/30 ～10/26 3F グリーンリボンアアート展 臓器提供、移植医療について 沖縄県
医療福祉事業団

9/30 ～11/2 3F 社労士制度推進月間 10月は「社労士制度推進月間」です︕ 沖縄県立図書館

9/9 ～10/19 3F 敬老の日　読書のすすめ 読書推進運動協議会
「敬老の日おすすめ本」を展示 沖縄県立図書館

期間

秋になりました。

芸術の秋、スポーツの秋、食欲の秋……みなさんの秋は何の秋ですか？

図書館はもちろん『読書の秋』です！　なが～い秋にシリーズものの絵本はどうですか？

『ノラネコぐんだん おすしやさん』
工藤 ノリコ著／白泉社

　人気絵本シリーズ、第３弾！

まわるおすしが気になったノラネコ

ぐんだんが、またまたなにやら

たくらんでいるようす。 

夜中にこっそりおみせにしのびこみ、

ニャーニャー、ドッカーンと大あばれ！

らびんちゃーだより

『ねずみくんのチョッキ』
なかえ よしを　作／上野 紀子　絵／ポプラ社

　おかあさんがあんでくれたかわいい

チョッキ。

   “ちょっときせてよ”  

と動物のなかまたち。あらあら、

チョッキがどんどんのびて・・・。

9 月 のおすすめ本

※保育園など団体で参加する場合、事前にご相談

    ください。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

　マスク着用の上でご参加ください。

　また、開催人数は 15 名以下となります。

＠おはなしの森

10:30 ～

月
の
展
示

わ

※新型コロナウィルス感染症の拡大状況により、予告なくイベントや図書館の運営等を変更する場合があります。ご了承ください。

9

17 日
（木）

24 日
（木）

定例おはなし会

英語でおはなし会

9月の
おはなし会

新生ティーンズコーナー

もぜひご利用ください！



着図書紹介

　   書館職員
 おすすめ本紹介

一般図書

子どもの本

おきなわの本

日本の美しい言葉辞典

すべては「好き嫌い」から始まる　
仕事を自由にする思考法

苔ボトル
楽しく育てる癒しのコケ図鑑

佐々木 浩之／写真
戸津 健治／文

CoCo美漢方田中の12か月のおいしい漢方
日々の食事で不調を改善 田中 友也／[著]

人と空間が生きる音デザイン
12の場所、12の物語

一瞬で笑わせる技術
相手ともっと打ち解けるためのコミュニケーション

学力テスト全国最下位からの脱出
沖縄県学力向上の取組み

沖縄芸能のダイナミズム
創造・表象・越境

見つけて検索!
日本のカエルフィールドガイド

九州・沖縄の船釣りパーフェクトガイド
ターゲットやシステムが一目で分かる

沖縄戦　写真でわかる事典
1945年3月26日-6月23日

免疫力を高めてウイルスに勝つ食べ物、暮らし方
体温を上げて病気にならない健康法

「脳コワさん」支援ガイド

銀花の蔵

夏井いつきの日々是「肯」日

くいしんぼうのマルチェロ
ふしぎなエプロン

異界からのラブレター

10代から身につけたい
ギリギリな自分を助ける方法

8月に県立図書館に入ってきた本の一部です。

本の場所についてご不明な点があれば

カウンター職員にお尋ねください。

『琉球妖怪大図鑑』 小原　猛／著

梅内 美華子／監修

小松 正史／著

川堀 泰史／著

石原 結實／著

鈴木 大介／著

遠田 潤子／著

夏井 いつき／俳句・文

大塚 ミク／作
オオノ マユミ／絵
鍛冶屋と料理／レシピ監修

デビッド・マッキー／さく

薫 くみこ／作
高橋 由季／絵

井上 祐紀／著

諸見里 明／著

久万田 晋／編
三島 わかな／編

カエル探偵団／編
松島 野枝[ほか]／著

楠木 建／著

ぞうのエルマー
さがしえブック

世界を変えるための
50の小さな革命

ピエルドメニコ・バッカラリオ／著
フェデリーコ・タッディア／著
アントンジョナータフェッラーリ／絵 ほか

いし 中川 ひろたか／作
高畠 那生／絵

沖縄三線で奏でる
スタジオジブリ作品集

平塚 柾緒／著

新

図 今回は 3F 掲示中の
POP からお届け

琉球プロジェクト

　今年のお盆は 9月！まだまだ怪談の季節ですね。

3 階児童のおきなわ本コーナーでは、かわいい POP で

怖～い本の紹介もしています。ぜひご覧ください♬

同じ作家さんの紙しばい
もあります︕
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 ぜひ
 ご登録
 ください

Q, 琉球競馬（
ンマハラシー

馬走らせ）について知りたい。 

は休館日です。

来館される皆様へのお願い

HP

・館内は飲食禁止ですが、倒れても中身がこぼれない容器に入れた飲み物は
  持込み、　水分補給が可能です。
・携帯電話やスマートフォンはマナーモードにし、
  通話は館内電話ボックスをご利用ください。
・館内での撮影はお控えください。

A. 下記の資料が参考になります。

①『消えた琉球競馬　幻の名馬「ヒコーキ」を追いかけて』（梅崎 晴光、ボーダーインク、2012.11）
　ｐ5-9 沖縄本島の主な馬場と地図がある。琉球競馬について、ｐ24「沖縄では、「ンマスーブ」（馬勝負）、「ンマ
ハラセー、ンマハラシー」（馬走り）、あるいは「馬寄」と呼ばれた競馬が、琉球王朝（近世）の時代から沖縄戦直
前まで連綿と続いていた。（略）ナークー（宮古馬）を中心に、シマジラー（本島島尻馬）、クミー（久米島産馬）、
イヒャー（伊平屋島産馬）、エーマー（八重山馬）など一メートル二十センチにも満たない小柄な沖縄在来馬が、
二〇〇メートル前後の短い直線走路で二頭ずつ足並みの “美しさ” を競った。」とある。また、走り方、競馬の仕組み、
歴史、最後の名馬「ヒコーキ」等について詳細な説明がある。

②『沖縄文化　第 99 号 ( 第 40 巻 1 号 )』（『沖縄文化』編集所、2005.6）
　ｐ79-112「馬場と馬勝負 - 沖縄における農村娯楽の一側面 -」（西村秀三　著）
ｐ92-94「六　馬勝負という習俗」の項に「「馬の走り方は本土の競馬とは異なり、四本足のどちらかがいつも地面
につくように小刻みに走る。（略）二頭の馬を組み合わせて古くは直線を、その後は長方形の馬場を周回するように
競争させた。（略）馬勝負は速さだけでなく、馬の足並みの良し悪し、馬具の華やかさや美しさ、乗り手の若者の
りりしい姿などが審査の対象だった。（略）勝負がつくと審判が旗を振り、勝者には手拭いや酒が与えられたが、
大きな大会では賞金もあった。」とある。

③『さす森 ( むい )　字嘉手納郷土史』（『さす森』編纂委員会、字嘉手納共栄会、2019.6）

　ｐ324「（三）
ンマスーブ

馬勝負 （
ウマズリー

馬揃 ・
ンマハラシー

馬走らせ )」の項で、「明治の頃までは二十日正月（旧暦一月二十日）に
アヤジョーウフミチ

綾門大道
（守礼門の前の道路）で、また戦前は沖縄神社祭（十月二十日）で奉納競馬が行われ、レースはムルガキ（猛スピー
ド）の競争だったと言う。字屋良では首里の馬術師・真喜屋（馬乗りマーザ）に指導を受けて訓練をし、若者たち
に馬術が普及した。その後、馬模合によって乗馬を奨励して、年に数回馬勝負をするようになったと言われる。
＊その他、各地域の馬勝負は多くの地域誌に確認できる。

④『公益財団法人沖縄こどもの国 45 年の歩み』（沖縄こどもの国、2018.1）
　ｐ75「琉球競馬「ンマハラシー」」の項にンマハラシーを復元させた写真がある。

No.108( 郷土資料レファレンス事例 )

利用案内
開館時間 : 9時から 20時まで（予約本受取のみの期間は9時から 17時まで）
休館日 : 毎週火曜日、年末年始、特別整理期間
※図書館専用の無料駐車場はございません。
　お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

縄なんでもQ&沖 A

日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
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